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岸和田市  生涯学習基本方針

詳しくはこちら ↓

　
岸
和
田
市
の
生
涯
学
習
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、『
岸
和
田
市
生
涯
学
習

基
本
方
針
（
以
下
、「
基
本
方
針
」
と
い
う
。）』
を
平
成
30
年
4
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
基
本
方
針
の
理
念
は
、「
学
習
の
自
由
と
多
様
性
が
、
岸
和
田
の
人
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
り
、ま
ち
の
希
望
を
紡つ
む
ぎ
だ
し
、〈
市
民
自
治
都
市
〉
を
形
成
す
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。
基
本
方
針
の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
、
岸
和
田
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
社
会
で
は
、
子
育
て
・
介
護
・
健
康
な
ど
生
活
に
身
近
な
問
題
か

ら
、
環
境
・
資
源
、
平
和
問
題
な
ど
が
複
雑
に
重
な
り
合
っ
た
「
持
続
可
能
な
社

会
づ
く
り
問
題
」
ま
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
今
生
き
て
い
る
私
た

ち
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
世
代
の
人
（
子
ど
も
や
孫
）
の
こ
と
も
考
え
て
、
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
行
動
で
き
る
人
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

社
会
づ
く
り
に
必
要
な
考
え
か
た
を
学
ぶ
教
育
（
※
E
Ｓ
Ｄ
）
が
大
切
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
学
び
の
な
か
で
、
自
ら
考
え
行
動
し
、
常
に
安
心
し
て
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
岸
和
田
ら
し
い
ま
ち
、
「
市
民
自
治
都
市
」
の
実

現
を
み
な
さ
ん
で
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
　

　
こ
の
市
民
自
治
都
市
を
め
ざ
す
た
め
に
、
誰
と
で
も
仲
良
く
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
地
域
社
会
に
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
、
趣

味
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
様
々
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
地
域
に
た
く
さ
ん
つ
く
れ
ば
つ
く
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
が
つ
な
が
り
や
す

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
多
様
な
立
場
の
人
が
、
互
い
に
異
な
る
視
点
や

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、
つ
な
が
り
続
け
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
変
え
る
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、
市
民
・
住
民
の
多
様
な
学
習
と
地
域
の
活
性
化
が
重

な
る
よ
う
な
活
動
を
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
（
旗
ふ
り
）
事
業
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
関
係
職
員
、
地
元
や
地
域
の
住
民
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
専

門
家
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
社
会
教
育
支
援
チ
ー
ム
（
仮
称
）
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※
E
Ｓ
Ｄ
と
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
略
で
す
。
今
だ
け
で
な
く
、
未

来
の
世
代
の
人
の
こ
と
も
考
え
て
、
社
会
に
あ
る
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
実
践
し
て
い
き
、
い
つ
ま
で
も
持
続
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
す
学
習
や
活
動
で
す
。

色とりどり、栄養豊富な野菜たち。
同じ野菜でも品目や品種によって、栄養素や
旨みは様々です。

私たちが住む岸和田市にも、人の数だけ異な
る考え・好み・性質などがあります。

野菜以外の食材をプラスす
ることで、料理の幅はぐん
と広がります。

いろんな野菜を組み合わせると、さらに美味しく栄養
たっぷりの料理ができあがります。

多種多様な立場の人が集まりつながることで、新たな価
値観やアイデアが生まれることが期待されます。
それぞれの持ち味を理解し、受け入れ、今までに培

つちか

った
経験を活かすことで、お互いを補い合ったり高めあうこ
とができるでしょう。

まずは誰とでも気軽につながることから始めましょう。

+

私たちは
何をすれば
いいの？

みなさんが行っているクラブ活動、趣味のグ

ループ、スポーツクラブ、ＰＴＡ・町会の活動

などあらゆるところにコミュ二ティは存在しま

す。はじめてみようかなぁと少しでも興味を

もっている人がいれば、一度のぞいてみる？と

声をかけたり、誰でも気軽に入れる雰囲気づく

りをしていきましょう。

趣味や活動をしていなくても、ママ友、子ども会のつな

がり、ばったりと再会した同級生や、なにかのイベント

に参加したことで友だちやなかまができる場合もありま

す。多様な価値観を受け入れて、ゆるやかに人とつな

がっていくことがコミュニティができるきっかけになり

ます。

「誰でも出入りできる、排除しない」コ

ミュニティのタイプのことをインクルーシ

ブ・コミュニティといいます。簡単に言う

と、誰とでも仲良くできるコミュ二ティで

す。多様な価値観を受け入れたり、気軽に

つながっていくことが、元気なまち、岸和

田をつくっていくために必要です。

料理にレシピや調味料が有効なように、岸和田
市では、コミュニティ同士が上手くつながり、
様々なコミュニティが出会う場となるような事
業（旗ふり事業）を企画したり、推進していき
ます。
コミュニティがつながり続け、地域が活性化す
るきっかけとなるようなしかけづくりを考えて
いきます。

な
る
ほ
ど
！ 

岸
和
田
市
生
涯
学
習
基
本
方
針
!!

基
本
方
針
を
野
菜
で
例
え
る
と
!?

 
 

私
た
ち
の
生
活
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
料
理
で
基
本
方
針
を
簡
単
に
解
説
し
ま
す
。

 
 

岸
和
田
市
民
の
元
気
は
岸
和
田
市
の
元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

詳しくはこちら ↓

日々の生活に追われ
て、なにも活動をして
いない私たちには関係
があるのかしら？

健康で長生きをするためには、自分の体をよく知り、体
にあった食事を心がけることが大切です。

市民一人ひとりが岸和田市の未来を考え、現代社会が抱
える課題（子育て・介護・健康問題など）の解決に向け
て行動することが大切です。

多くの人と出会いつながれば、アイデアや知識は広がり
続け、まちを変える大きな力になっていくでしょう。


